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排
水
機
場
、
用
排
水
路
を
対
象
と
し
た
用
排
水
施
設
整

備
事
業
（
同
四
十
八
年
）
が
創
設
さ
れ
、
更
に
四
十
九

年
の
多
摩
川
の
堤
防
の
決
壊
を
受
け
て
農
業
用
河
川
工

作
物
応
急
対
策
事
業
（
同
五
十
四
年
）
が
創
設
さ
れ
た
。

　
こ
の
問
題
は
、
個
人
の
建
築
物
の
倒
壊
や
外
壁
材
等

の
落
下
で
隣
接
建
物
や
通
行
人
な
ど
に
被
害
が
発
生
す

れ
ば
、
所
有
者
等
が
民
法
第
七
一
七
条
に
基
づ
き
所
有

者
等
が
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
の
と
同
様
で
あ
る（
注
1
）。

し
か
し
な
が
ら
、
都
市
化
・
混
住
化
と
い
う
社
会
的
要

因
に
よ
り
被
害
が
お
お
き
く
な
っ
た
責
任
を
、
農
業
者

の
減
少
・
高
齢
化
に
伴
い
弱
体
化
し
た
管
理
組
織
に
負

わ
せ
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
今
後
、
益
々
不
適
切

な
維
持
管
理
に
よ
る
災
害
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る（
注
2
）。

4
土
地
改
良
施
設
の
廃
止

　
さ
ら
に
都
市
化
や
耕
作
放
棄
地
が
進
ん
で
、
た
め
池

の
受
益
農
地
が
な
く
な
る
と
管
理
だ
け
が
残
る
。
土
地

改
良
法
第
二
条
で
は
、
土
地
改
良
事
業
と
し
て
土
地
改

良
施
設
の
「
新
設
、
管
理
、
廃
止
又
は
変
更
」
と
あ
る

の
で
、
た
め
池
な
ど
の
廃
止
撤
去
も
土
地
改
良
事
業
の

よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
新
設
に
伴
う
廃
止
で
、
新

た
に
取
水
堰
を
築
造
し
た
の
で
旧
堰
を
撤
去
す
る
場
合

な
ど
で
あ
る
。
受
益
農
地
が
な
い
の
で
、
施
設
の
単
独

廃
止
は
土
地
改
良
事
業
の
対
象
外
で
あ
る
。

　
た
め
池
が
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
財
産
で
あ
れ

ば
、
農
業
用
水
に
使
わ
れ
る
と
い
う
用
途
を
廃
止
す
れ

ば
普
通
財
産
（
一
般
私
人
と
同
等
の
立
場
で
所
有
）
に

な
る
。
こ
の
場
合
に
公
園
な
ど
の
再
利
用
や
売
却
な
ど

不
可
能
な
ら
、
放
置
に
よ
る
災
害
発
生
を
問
わ
れ
る
の

で
一
般
行
政
経
費
で
撤
去
し
て
更
地
に
す
る
。
し
か
し
、

七
〇
%
を
超
え
る
た
め
池
は
法
人
格
の
な
い
組
合
や
個

人
（
不
明
も
多
い
）
が
管
理
や
所
有
を
し（
注
2
）、
廃
止

撤
去
が
進
ま
な
い
。
こ
の
た
め
、
都
道
府
県
が
国
の
助

成
を
受
け
ず
単
独
事
業（
注
3
）で
補
助
す
る
例
も
多
い
。

5
土
地
改
良
を
取
り
巻
く
新
局
面
と
農
地
防
災

　
た
め
池
防
災
に
対
す
る
最
近
の
農
水
省
の
対
応
は
高

く
評
価
さ
れ
る
。「
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全

に
関
す
る
法
律
」（
令
和
元
年
施
行
）
の
目
的
規
定
で
、

「
農
業
用
た
め
池
の
決
壊
に
よ
る
水
害
そ
の
他
の
災
害

か
ら
国
民
の
生
命
及
び
財
産
を
保
護
」
を
明
示
し
、「
適

正
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
都
道
府
県
が
勧

告
で
き
る
」
こ
と
は
大
き
な
前
進
で
あ
る
。

　
不
適
切
な
「
管
理
と
保
全
」
に
よ
る
災
害
発
生
防
止

を
推
進
す
る
一
方
で
、
最
近
、
政
府
は
農
業
用
ダ
ム
を

含
め
た
事
前
放
流
な
ど
の
よ
る
洪
水
調
整
機
能
強

化（
注
4
）を
打
ち
出
し
て
い
る
。
先
述
し
た
土
地
改
良
施

設
が
持
つ
多
面
的
機
能
の
積
極
的
活
用
を
意
味
す
る
。

災
害
が
危
惧
さ
れ
る
用
途
を
失
っ
た
た
め
池
は
国
庫
補

助
で
廃
棄
を
促
進
し
、
新
た
に
地
域
の
生
活
や
防
災
・

減
災
に
活
用
す
る
方
策
も
積
極
的
に
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。
す
で
に
様
々
な
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
た

め
池
を
群
と
し
て
捉
え
て
統
合
管
理
を
行
え
る
よ
う
に

技
術
的
に
裏
打
ち
さ
れ
た
管
理
組
織
の
確
立
・
育
成
と
、

事
前
放
流
時
の
営
農
補
償
も
含
む
経
済
的
な
手
当
な
ど

の
検
討
が
重
要
で
あ
る
。

　
本
コ
ラ
ム
7
の「
利
害
調
整
工
学
」で
は
土
地
改
良
技

術
の
本
質
を
利
害
調
整
技
術
と
し
、
利
害
対
立
の
対
象

が
農
業
内
部
か
ら
都
市
化
、
さ
ら
に
環
境
保
全
へ
変
遷

す
る
と
し
た
。
近
年
の
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル（
注
5
）

な
ど
を
見
る
と
、
土
地
改
良
法
第
一
条
の「
環
境
と
の

調
和
に
配
慮
し
つ
つ
」と
い
う
原
則
を
超
え
た
対
応
が

迫
ら
れ
る
。
生
態
系
保
全
な
ど
の
環
境
保
全
は
災
害
で

は
な
い
が
、
土
地
改
良
に
よ
る
農
業
生
産
性
の
維
持
・

向
上
施
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
農
地
防
災
事
業

で
の
知
見
を
活
か
し
た
対
応
が
期
待
さ
れ
る
。

【
謝
辞
】

　
本
コ
ラ
ム
の
執
筆
に
際
し
て
、
元
農
林
水
産
省
防
災
課
長
の
永
嶋
善

隆
氏
か
ら
多
大
な
御
協
力
を
得
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

【
注
1
】
国
家
賠
償
法
第
二
条
第
一
項
で
は
、「
道
路
、
河
川
そ
の
他
の

公
の
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
つ
た
た
め
に
他

人
に
損
害
を
生
じ
た
と
き
は
、
国
又
は
公
共
団
体
は
、
こ
れ
を

賠
償
す
る
責
に
任
ず
る
。」
と
規
定
さ
れ
、
公
共
組
合
で
あ
る

土
地
改
良
区
は
「
公
共
団
体
」
と
さ
れ
る
。
そ
の
管
理
す
る
土

地
改
良
施
設
に
対
し
て
も
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
と
同
様
に

国
の
管
理
費
助
成
が
強
化
さ
れ
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。

【
注
2
】
農
林
水
産
省
の
全
国
た
め
池
緊
急
点
検
（
平
成
三
十
年
）
に
よ

れ
ば
、
全
国
に
約
一
七
万
箇
所
あ
る
と
さ
れ
る
農
業
用
た
め
池

の
う
ち
、
所
在
地
、
所
有
者
・
管
理
者
、
諸
元
・
構
造
等
の
情

報
が
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
は
受
益
面
積
〇
・
五
ha
以
上
の
た

め
池
で
九
・
六
万
箇
所
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
水
利
組
合
（
任
意

組
合
）、
集
落
、
個
人
、
不
明
は
所
有
者
で
約
七
〇
%
、
管
理

者
で
八
〇
%
で
あ
る
。
現
地
へ
の
迅
速
な
到
達
で
き
な
い
事
例

や
既
に
廃
止
や
荒
廃
し
て
い
る
事
例
が
存
在
す
る
。

【
注
3
】
一
部
の
た
め
池
に
「
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減
殺
事
業
」

（
農
林
水
産
省
補
助
の
非
公
共
事
業
）
で
助
成
さ
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
る
。

【
注
4
】
農
林
水
産
省
も
防
災
・
減
災
機
能
を
含
む
多
面
的
機
能
の
発
揮

に
対
応
し
た
国
営
及
び
国
営
附
帯
県
営
造
成
施
設
や
治
水
協

定
を
締
結
し
た
農
業
用
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
強
化
に
係
る

管
理
経
費
を
助
成
す
る
水
利
施
設
管
理
強
化
事
業
（
令
和
三
年

度
）
を
創
設
し
た
。

【
注
5
】
欧
州
委
員
会
（
E
U
の
執
行
機
関
）
が
二
〇
一
九
年
十
二
月
に

発
表
し
た
気
候
変
動
対
策
で
あ
る
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
に

基
づ
き
、
二
〇
二
〇
年
五
月
に
「
農
場
か
ら
食
卓
ま
で
（Farm

to
Fork

）
戦
略
」
が
発
表
さ
れ
、
気
候
変
動
対
策
・
環
境
保
全
・

生
物
多
様
性
保
全
に
向
け
た
農
業
を
大
規
模
に
展
開
す
る
見
込

み
で
あ
る
。

土地改良・切り語り

1
農
地
防
災
事
業
と
は
何
か

　
農
地
防
災
事
業
の
目
的
は
災
害
の
防
止
で
あ
る
。
灌

漑
排
水
や
圃
場
整
備
等
の
よ
う
な
農
業
者
の
自
発
的
な

意
志
に
よ
る「
農
業
生
産
性
の
向
上
」で
な
く
、自
然
的
・

社
会
的
災
害
要
因
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る「
農
業
生
産

性
の
低
下
防
止（
維
持
）」を
目
的
と
す
る
。
他
動
的
要

因
契
機
と
し
て
い
る
た
め
公
共
性
が
高
い
が
、
農
業
生

産
性
の
低
下
防
止
だ
け
な
ら
維
持
管
理
事
業
と
な
る
。

　自
然
的
要
因
は
洪
水
・
地
震
・
冷
害
・
風
害
・
雪
害
・

土
砂
崩
壊
な
ど
で
、
社
会
的
要
因
は
農
地
と
居
住
が
混

在
す
る
土
地
利
用
を
前
提
と
し
、
都
市
化
に
よ
る
農
業

用
排
水
路
の
逸
水
や
農
業
用
水
の
水
質
汚
濁
や
地
盤
沈

下
等
が
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
三
十
年
代
に
入
り
急
激
な

都
市
化
に
対
応
し
て
農
地
防
災
事
業
は
逐
次
強
化
さ
れ

た
。

　
地
盤
沈
下
対
策
事
業
（
昭
和
三
十
四
年
創
設
）、
湛

水
防
除
事
業
（
同
三
十
七
年
）、
河
川
砂
利
採
取
に
よ

る
河
川
低
下
に
施
設
機
能
障
害
対
策
事
業
（
同
三
十
九

年
）、
開
発
に
伴
う
土
砂
崩
壊
に
土
砂
崩
壊
防
止
事
業

（
同
四
十
年
）
が
創
設
さ
れ
た
。
原
因
者
負
担
に
よ
る

補
償
が
不
可
能
な
都
市
化
と
い
う
要
因
を
踏
ま
え
て
、

農
業
者
負
担
を
軽
減
す
る
高
補
助
率
の
農
地
防
災
事
業

が
実
施
さ
れ
た
。
公
害
基
本
法
の
成
立（
同
四
十
二
年
）

以
降
に
は
、
水
質
障
害
対
策
事
業
（
同
四
十
五
年
）、

公
害
防
除
特
別
土
地
改
良
事
業
（
同
四
十
六
年
）
が
創

設
さ
れ
た
。

2
都
市
化
へ
の
土
地
改
良
側
の
積
極
的
対
応

　
急
激
な
都
市
化
は
、
農
地
や
農
業
用
水
や
土
地
改
良

施
設
な
ど
の
農
業
資
源
が
持
つ
多
面
的
機
能
を
積
極
的

活
用
し
て
い
く
都
市
化
等
と
調
和
を
図
る
土
地
改
良
事

業
を
生
み
出
し
た
。
都
市
用
水
を
生
み
出
す
農
業
用
水

合
理
化
対
策
事
業
（
昭
和
四
十
六
年
創
設
）
や
、
農
地

の
分
断
防
止
と
用
地
ね
ん
出
を
す
る
高
速
国
道
関
連
土

地
改
良
事
業
や
東
海
道
新
幹
線
関
連
土
地
改
良
事
業

（
同
三
十
八
年
）
が
創
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
農
村
の

混
住
化
を
背
景
に
農
業
排
水
路
や
農
道
な
ど
の
従
来
の

土
地
改
良
施
設
を
拡
充
し
て
、
農
業
集
落
排
水
や
集
落

道
な
ど
を
整
備
し
、
農
村
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
農

村
整
備
事
業
に
至
る
。

　
農
地
防
災
事
業
は
人
命
・
家
屋
の
災
害
対
策
に
も
寄

与
し
、
湛
水
防
除
や
土
砂
崩
壊
防
止
や
地
盤
沈
下
対
策

事
業
な
ど
は
地
域
の
環
境
悪
化
対
策
に
も
な
る
の
で
、

農
村
整
備
と
同
様
の
意
味
が
あ
る
。
農
地
防
災
を
目
的

と
し
た
防
災
ダ
ム
は
治
水
事
業
と
の
調
整
の
結
果
、
新

規
建
設
は
な
く
な
っ
た
が
、
農
業
用
た
め
池
の
嵩
上
げ

等
に
よ
る
洪
水
調
整
機
能
の
付
与
が
防
災
た
め
池
事
業

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
他
動
的

災
害
要
因
に
対
す
る
被
害
者
的
意
味
を
持
ち
、
そ
の
要

因
を
引
き
金
と
し
た
農
業
外
に
も
貢
献
す
る
積
極
的
対

応
で
あ
る
。

3
土
地
改
良
施
設
の
管
理
責
任

　
一
方
、
農
業
側
の
管
理
す
る
脆
弱
化
し
た
土
地
改
良

施
設
の
破
損
は
農
地
ば
か
り
で
な
く
人
命
・
家
屋
の
災

害
に
加
害
者
的
意
味
を
有
し
て
い
る
。
す
で
に
、
昭
和

二
十
八
年
か
ら
老
朽
タ
メ
池
補
強
事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
、
都
市
化
の
進
展
と
と
も
に
農
業
外
の
被
害
も
増
大

す
る
中
で
、
補
強
の
対
象
を
頭
首
工
、
集
水
渠
、
樋
門
、
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排
水
機
場
、
用
排
水
路
を
対
象
と
し
た
用
排
水
施
設
整

備
事
業
（
同
四
十
八
年
）
が
創
設
さ
れ
、
更
に
四
十
九

年
の
多
摩
川
の
堤
防
の
決
壊
を
受
け
て
農
業
用
河
川
工

作
物
応
急
対
策
事
業
（
同
五
十
四
年
）
が
創
設
さ
れ
た
。

　
こ
の
問
題
は
、
個
人
の
建
築
物
の
倒
壊
や
外
壁
材
等

の
落
下
で
隣
接
建
物
や
通
行
人
な
ど
に
被
害
が
発
生
す

れ
ば
、
所
有
者
等
が
民
法
第
七
一
七
条
に
基
づ
き
所
有

者
等
が
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
の
と
同
様
で
あ
る（
注
1
）。

し
か
し
な
が
ら
、
都
市
化
・
混
住
化
と
い
う
社
会
的
要

因
に
よ
り
被
害
が
お
お
き
く
な
っ
た
責
任
を
、
農
業
者

の
減
少
・
高
齢
化
に
伴
い
弱
体
化
し
た
管
理
組
織
に
負

わ
せ
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
今
後
、
益
々
不
適
切

な
維
持
管
理
に
よ
る
災
害
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る（
注
2
）。

4
土
地
改
良
施
設
の
廃
止

　
さ
ら
に
都
市
化
や
耕
作
放
棄
地
が
進
ん
で
、
た
め
池

の
受
益
農
地
が
な
く
な
る
と
管
理
だ
け
が
残
る
。
土
地

改
良
法
第
二
条
で
は
、
土
地
改
良
事
業
と
し
て
土
地
改

良
施
設
の
「
新
設
、
管
理
、
廃
止
又
は
変
更
」
と
あ
る

の
で
、
た
め
池
な
ど
の
廃
止
撤
去
も
土
地
改
良
事
業
の

よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
新
設
に
伴
う
廃
止
で
、
新

た
に
取
水
堰
を
築
造
し
た
の
で
旧
堰
を
撤
去
す
る
場
合

な
ど
で
あ
る
。
受
益
農
地
が
な
い
の
で
、
施
設
の
単
独

廃
止
は
土
地
改
良
事
業
の
対
象
外
で
あ
る
。

　
た
め
池
が
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
財
産
で
あ
れ

ば
、
農
業
用
水
に
使
わ
れ
る
と
い
う
用
途
を
廃
止
す
れ

ば
普
通
財
産
（
一
般
私
人
と
同
等
の
立
場
で
所
有
）
に

な
る
。
こ
の
場
合
に
公
園
な
ど
の
再
利
用
や
売
却
な
ど

不
可
能
な
ら
、
放
置
に
よ
る
災
害
発
生
を
問
わ
れ
る
の

で
一
般
行
政
経
費
で
撤
去
し
て
更
地
に
す
る
。
し
か
し
、

七
〇
%
を
超
え
る
た
め
池
は
法
人
格
の
な
い
組
合
や
個

人
（
不
明
も
多
い
）
が
管
理
や
所
有
を
し（
注
2
）、
廃
止

撤
去
が
進
ま
な
い
。
こ
の
た
め
、
都
道
府
県
が
国
の
助

成
を
受
け
ず
単
独
事
業（
注
3
）で
補
助
す
る
例
も
多
い
。

5
土
地
改
良
を
取
り
巻
く
新
局
面
と
農
地
防
災

　
た
め
池
防
災
に
対
す
る
最
近
の
農
水
省
の
対
応
は
高

く
評
価
さ
れ
る
。「
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全

に
関
す
る
法
律
」（
令
和
元
年
施
行
）
の
目
的
規
定
で
、

「
農
業
用
た
め
池
の
決
壊
に
よ
る
水
害
そ
の
他
の
災
害

か
ら
国
民
の
生
命
及
び
財
産
を
保
護
」
を
明
示
し
、「
適

正
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
都
道
府
県
が
勧

告
で
き
る
」
こ
と
は
大
き
な
前
進
で
あ
る
。

　
不
適
切
な
「
管
理
と
保
全
」
に
よ
る
災
害
発
生
防
止

を
推
進
す
る
一
方
で
、
最
近
、
政
府
は
農
業
用
ダ
ム
を

含
め
た
事
前
放
流
な
ど
の
よ
る
洪
水
調
整
機
能
強

化（
注
4
）を
打
ち
出
し
て
い
る
。
先
述
し
た
土
地
改
良
施

設
が
持
つ
多
面
的
機
能
の
積
極
的
活
用
を
意
味
す
る
。

災
害
が
危
惧
さ
れ
る
用
途
を
失
っ
た
た
め
池
は
国
庫
補

助
で
廃
棄
を
促
進
し
、
新
た
に
地
域
の
生
活
や
防
災
・

減
災
に
活
用
す
る
方
策
も
積
極
的
に
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。
す
で
に
様
々
な
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
た

め
池
を
群
と
し
て
捉
え
て
統
合
管
理
を
行
え
る
よ
う
に

技
術
的
に
裏
打
ち
さ
れ
た
管
理
組
織
の
確
立
・
育
成
と
、

事
前
放
流
時
の
営
農
補
償
も
含
む
経
済
的
な
手
当
な
ど

の
検
討
が
重
要
で
あ
る
。

　
本
コ
ラ
ム
7
の「
利
害
調
整
工
学
」で
は
土
地
改
良
技

術
の
本
質
を
利
害
調
整
技
術
と
し
、
利
害
対
立
の
対
象

が
農
業
内
部
か
ら
都
市
化
、
さ
ら
に
環
境
保
全
へ
変
遷

す
る
と
し
た
。
近
年
の
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル（
注
5
）

な
ど
を
見
る
と
、
土
地
改
良
法
第
一
条
の「
環
境
と
の

調
和
に
配
慮
し
つ
つ
」と
い
う
原
則
を
超
え
た
対
応
が

迫
ら
れ
る
。
生
態
系
保
全
な
ど
の
環
境
保
全
は
災
害
で

は
な
い
が
、
土
地
改
良
に
よ
る
農
業
生
産
性
の
維
持
・

向
上
施
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
農
地
防
災
事
業

で
の
知
見
を
活
か
し
た
対
応
が
期
待
さ
れ
る
。

【
謝
辞
】

　
本
コ
ラ
ム
の
執
筆
に
際
し
て
、
元
農
林
水
産
省
防
災
課
長
の
永
嶋
善

隆
氏
か
ら
多
大
な
御
協
力
を
得
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

【
注
1
】
国
家
賠
償
法
第
二
条
第
一
項
で
は
、「
道
路
、
河
川
そ
の
他
の

公
の
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
つ
た
た
め
に
他

人
に
損
害
を
生
じ
た
と
き
は
、
国
又
は
公
共
団
体
は
、
こ
れ
を

賠
償
す
る
責
に
任
ず
る
。」
と
規
定
さ
れ
、
公
共
組
合
で
あ
る

土
地
改
良
区
は
「
公
共
団
体
」
と
さ
れ
る
。
そ
の
管
理
す
る
土

地
改
良
施
設
に
対
し
て
も
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
と
同
様
に

国
の
管
理
費
助
成
が
強
化
さ
れ
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。

【
注
2
】
農
林
水
産
省
の
全
国
た
め
池
緊
急
点
検
（
平
成
三
十
年
）
に
よ

れ
ば
、
全
国
に
約
一
七
万
箇
所
あ
る
と
さ
れ
る
農
業
用
た
め
池

の
う
ち
、
所
在
地
、
所
有
者
・
管
理
者
、
諸
元
・
構
造
等
の
情

報
が
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
は
受
益
面
積
〇
・
五
ha
以
上
の
た

め
池
で
九
・
六
万
箇
所
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
水
利
組
合
（
任
意

組
合
）、
集
落
、
個
人
、
不
明
は
所
有
者
で
約
七
〇
%
、
管
理

者
で
八
〇
%
で
あ
る
。
現
地
へ
の
迅
速
な
到
達
で
き
な
い
事
例

や
既
に
廃
止
や
荒
廃
し
て
い
る
事
例
が
存
在
す
る
。

【
注
3
】
一
部
の
た
め
池
に
「
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減
殺
事
業
」

（
農
林
水
産
省
補
助
の
非
公
共
事
業
）
で
助
成
さ
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
る
。

【
注
4
】
農
林
水
産
省
も
防
災
・
減
災
機
能
を
含
む
多
面
的
機
能
の
発
揮

に
対
応
し
た
国
営
及
び
国
営
附
帯
県
営
造
成
施
設
や
治
水
協

定
を
締
結
し
た
農
業
用
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
強
化
に
係
る

管
理
経
費
を
助
成
す
る
水
利
施
設
管
理
強
化
事
業
（
令
和
三
年

度
）
を
創
設
し
た
。

【
注
5
】
欧
州
委
員
会
（
E
U
の
執
行
機
関
）
が
二
〇
一
九
年
十
二
月
に

発
表
し
た
気
候
変
動
対
策
で
あ
る
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
に

基
づ
き
、
二
〇
二
〇
年
五
月
に
「
農
場
か
ら
食
卓
ま
で
（Farm

to
Fork

）
戦
略
」
が
発
表
さ
れ
、
気
候
変
動
対
策
・
環
境
保
全
・

生
物
多
様
性
保
全
に
向
け
た
農
業
を
大
規
模
に
展
開
す
る
見
込

み
で
あ
る
。

土地改良・切り語り

1
農
地
防
災
事
業
と
は
何
か

　
農
地
防
災
事
業
の
目
的
は
災
害
の
防
止
で
あ
る
。
灌

漑
排
水
や
圃
場
整
備
等
の
よ
う
な
農
業
者
の
自
発
的
な

意
志
に
よ
る「
農
業
生
産
性
の
向
上
」で
な
く
、自
然
的
・

社
会
的
災
害
要
因
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る「
農
業
生
産

性
の
低
下
防
止（
維
持
）」を
目
的
と
す
る
。
他
動
的
要

因
契
機
と
し
て
い
る
た
め
公
共
性
が
高
い
が
、
農
業
生

産
性
の
低
下
防
止
だ
け
な
ら
維
持
管
理
事
業
と
な
る
。

　自
然
的
要
因
は
洪
水
・
地
震
・
冷
害
・
風
害
・
雪
害
・

土
砂
崩
壊
な
ど
で
、
社
会
的
要
因
は
農
地
と
居
住
が
混

在
す
る
土
地
利
用
を
前
提
と
し
、
都
市
化
に
よ
る
農
業

用
排
水
路
の
逸
水
や
農
業
用
水
の
水
質
汚
濁
や
地
盤
沈

下
等
が
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
三
十
年
代
に
入
り
急
激
な

都
市
化
に
対
応
し
て
農
地
防
災
事
業
は
逐
次
強
化
さ
れ

た
。

　
地
盤
沈
下
対
策
事
業
（
昭
和
三
十
四
年
創
設
）、
湛

水
防
除
事
業
（
同
三
十
七
年
）、
河
川
砂
利
採
取
に
よ

る
河
川
低
下
に
施
設
機
能
障
害
対
策
事
業
（
同
三
十
九

年
）、
開
発
に
伴
う
土
砂
崩
壊
に
土
砂
崩
壊
防
止
事
業

（
同
四
十
年
）
が
創
設
さ
れ
た
。
原
因
者
負
担
に
よ
る

補
償
が
不
可
能
な
都
市
化
と
い
う
要
因
を
踏
ま
え
て
、

農
業
者
負
担
を
軽
減
す
る
高
補
助
率
の
農
地
防
災
事
業

が
実
施
さ
れ
た
。
公
害
基
本
法
の
成
立（
同
四
十
二
年
）

以
降
に
は
、
水
質
障
害
対
策
事
業
（
同
四
十
五
年
）、

公
害
防
除
特
別
土
地
改
良
事
業
（
同
四
十
六
年
）
が
創

設
さ
れ
た
。

2
都
市
化
へ
の
土
地
改
良
側
の
積
極
的
対
応

　
急
激
な
都
市
化
は
、
農
地
や
農
業
用
水
や
土
地
改
良

施
設
な
ど
の
農
業
資
源
が
持
つ
多
面
的
機
能
を
積
極
的

活
用
し
て
い
く
都
市
化
等
と
調
和
を
図
る
土
地
改
良
事

業
を
生
み
出
し
た
。
都
市
用
水
を
生
み
出
す
農
業
用
水

合
理
化
対
策
事
業
（
昭
和
四
十
六
年
創
設
）
や
、
農
地

の
分
断
防
止
と
用
地
ね
ん
出
を
す
る
高
速
国
道
関
連
土

地
改
良
事
業
や
東
海
道
新
幹
線
関
連
土
地
改
良
事
業

（
同
三
十
八
年
）
が
創
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
農
村
の

混
住
化
を
背
景
に
農
業
排
水
路
や
農
道
な
ど
の
従
来
の

土
地
改
良
施
設
を
拡
充
し
て
、
農
業
集
落
排
水
や
集
落

道
な
ど
を
整
備
し
、
農
村
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
農

村
整
備
事
業
に
至
る
。

　
農
地
防
災
事
業
は
人
命
・
家
屋
の
災
害
対
策
に
も
寄

与
し
、
湛
水
防
除
や
土
砂
崩
壊
防
止
や
地
盤
沈
下
対
策

事
業
な
ど
は
地
域
の
環
境
悪
化
対
策
に
も
な
る
の
で
、

農
村
整
備
と
同
様
の
意
味
が
あ
る
。
農
地
防
災
を
目
的

と
し
た
防
災
ダ
ム
は
治
水
事
業
と
の
調
整
の
結
果
、
新

規
建
設
は
な
く
な
っ
た
が
、
農
業
用
た
め
池
の
嵩
上
げ

等
に
よ
る
洪
水
調
整
機
能
の
付
与
が
防
災
た
め
池
事
業

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
他
動
的

災
害
要
因
に
対
す
る
被
害
者
的
意
味
を
持
ち
、
そ
の
要

因
を
引
き
金
と
し
た
農
業
外
に
も
貢
献
す
る
積
極
的
対

応
で
あ
る
。

3
土
地
改
良
施
設
の
管
理
責
任

　
一
方
、
農
業
側
の
管
理
す
る
脆
弱
化
し
た
土
地
改
良

施
設
の
破
損
は
農
地
ば
か
り
で
な
く
人
命
・
家
屋
の
災

害
に
加
害
者
的
意
味
を
有
し
て
い
る
。
す
で
に
、
昭
和

二
十
八
年
か
ら
老
朽
タ
メ
池
補
強
事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
、
都
市
化
の
進
展
と
と
も
に
農
業
外
の
被
害
も
増
大

す
る
中
で
、
補
強
の
対
象
を
頭
首
工
、
集
水
渠
、
樋
門
、

28
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土地改良・切り語り
排
水
機
場
、
用
排
水
路
を
対
象
と
し
た
用
排
水
施
設
整

備
事
業
（
同
四
十
八
年
）
が
創
設
さ
れ
、
更
に
四
十
九

年
の
多
摩
川
の
堤
防
の
決
壊
を
受
け
て
農
業
用
河
川
工

作
物
応
急
対
策
事
業
（
同
五
十
四
年
）
が
創
設
さ
れ
た
。

　
こ
の
問
題
は
、
個
人
の
建
築
物
の
倒
壊
や
外
壁
材
等

の
落
下
で
隣
接
建
物
や
通
行
人
な
ど
に
被
害
が
発
生
す

れ
ば
、
所
有
者
等
が
民
法
第
七
一
七
条
に
基
づ
き
所
有

者
等
が
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
の
と
同
様
で
あ
る（
注
1
）。

し
か
し
な
が
ら
、
都
市
化
・
混
住
化
と
い
う
社
会
的
要

因
に
よ
り
被
害
が
お
お
き
く
な
っ
た
責
任
を
、
農
業
者

の
減
少
・
高
齢
化
に
伴
い
弱
体
化
し
た
管
理
組
織
に
負

わ
せ
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
今
後
、
益
々
不
適
切

な
維
持
管
理
に
よ
る
災
害
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る（
注
2
）。

4
土
地
改
良
施
設
の
廃
止

　
さ
ら
に
都
市
化
や
耕
作
放
棄
地
が
進
ん
で
、
た
め
池

の
受
益
農
地
が
な
く
な
る
と
管
理
だ
け
が
残
る
。
土
地

改
良
法
第
二
条
で
は
、
土
地
改
良
事
業
と
し
て
土
地
改

良
施
設
の
「
新
設
、
管
理
、
廃
止
又
は
変
更
」
と
あ
る

の
で
、
た
め
池
な
ど
の
廃
止
撤
去
も
土
地
改
良
事
業
の

よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
新
設
に
伴
う
廃
止
で
、
新

た
に
取
水
堰
を
築
造
し
た
の
で
旧
堰
を
撤
去
す
る
場
合

な
ど
で
あ
る
。
受
益
農
地
が
な
い
の
で
、
施
設
の
単
独

廃
止
は
土
地
改
良
事
業
の
対
象
外
で
あ
る
。

　
た
め
池
が
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
財
産
で
あ
れ

ば
、
農
業
用
水
に
使
わ
れ
る
と
い
う
用
途
を
廃
止
す
れ

ば
普
通
財
産
（
一
般
私
人
と
同
等
の
立
場
で
所
有
）
に

な
る
。
こ
の
場
合
に
公
園
な
ど
の
再
利
用
や
売
却
な
ど

不
可
能
な
ら
、
放
置
に
よ
る
災
害
発
生
を
問
わ
れ
る
の

で
一
般
行
政
経
費
で
撤
去
し
て
更
地
に
す
る
。
し
か
し
、

七
〇
%
を
超
え
る
た
め
池
は
法
人
格
の
な
い
組
合
や
個

人
（
不
明
も
多
い
）
が
管
理
や
所
有
を
し（
注
2
）、
廃
止

撤
去
が
進
ま
な
い
。
こ
の
た
め
、
都
道
府
県
が
国
の
助

成
を
受
け
ず
単
独
事
業（
注
3
）で
補
助
す
る
例
も
多
い
。

5
土
地
改
良
を
取
り
巻
く
新
局
面
と
農
地
防
災

　
た
め
池
防
災
に
対
す
る
最
近
の
農
水
省
の
対
応
は
高

く
評
価
さ
れ
る
。「
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全

に
関
す
る
法
律
」（
令
和
元
年
施
行
）
の
目
的
規
定
で
、

「
農
業
用
た
め
池
の
決
壊
に
よ
る
水
害
そ
の
他
の
災
害

か
ら
国
民
の
生
命
及
び
財
産
を
保
護
」
を
明
示
し
、「
適

正
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
都
道
府
県
が
勧

告
で
き
る
」
こ
と
は
大
き
な
前
進
で
あ
る
。

　
不
適
切
な
「
管
理
と
保
全
」
に
よ
る
災
害
発
生
防
止

を
推
進
す
る
一
方
で
、
最
近
、
政
府
は
農
業
用
ダ
ム
を

含
め
た
事
前
放
流
な
ど
の
よ
る
洪
水
調
整
機
能
強

化（
注
4
）を
打
ち
出
し
て
い
る
。
先
述
し
た
土
地
改
良
施

設
が
持
つ
多
面
的
機
能
の
積
極
的
活
用
を
意
味
す
る
。

災
害
が
危
惧
さ
れ
る
用
途
を
失
っ
た
た
め
池
は
国
庫
補

助
で
廃
棄
を
促
進
し
、
新
た
に
地
域
の
生
活
や
防
災
・

減
災
に
活
用
す
る
方
策
も
積
極
的
に
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。
す
で
に
様
々
な
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
た

め
池
を
群
と
し
て
捉
え
て
統
合
管
理
を
行
え
る
よ
う
に

技
術
的
に
裏
打
ち
さ
れ
た
管
理
組
織
の
確
立
・
育
成
と
、

事
前
放
流
時
の
営
農
補
償
も
含
む
経
済
的
な
手
当
な
ど

の
検
討
が
重
要
で
あ
る
。

　
本
コ
ラ
ム
7
の「
利
害
調
整
工
学
」で
は
土
地
改
良
技

術
の
本
質
を
利
害
調
整
技
術
と
し
、
利
害
対
立
の
対
象

が
農
業
内
部
か
ら
都
市
化
、
さ
ら
に
環
境
保
全
へ
変
遷

す
る
と
し
た
。
近
年
の
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル（
注
5
）

な
ど
を
見
る
と
、
土
地
改
良
法
第
一
条
の「
環
境
と
の

調
和
に
配
慮
し
つ
つ
」と
い
う
原
則
を
超
え
た
対
応
が

迫
ら
れ
る
。
生
態
系
保
全
な
ど
の
環
境
保
全
は
災
害
で

は
な
い
が
、
土
地
改
良
に
よ
る
農
業
生
産
性
の
維
持
・

向
上
施
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
農
地
防
災
事
業

で
の
知
見
を
活
か
し
た
対
応
が
期
待
さ
れ
る
。

【
謝
辞
】

　
本
コ
ラ
ム
の
執
筆
に
際
し
て
、
元
農
林
水
産
省
防
災
課
長
の
永
嶋
善

隆
氏
か
ら
多
大
な
御
協
力
を
得
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

【
注
1
】
国
家
賠
償
法
第
二
条
第
一
項
で
は
、「
道
路
、
河
川
そ
の
他
の

公
の
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
つ
た
た
め
に
他

人
に
損
害
を
生
じ
た
と
き
は
、
国
又
は
公
共
団
体
は
、
こ
れ
を

賠
償
す
る
責
に
任
ず
る
。」
と
規
定
さ
れ
、
公
共
組
合
で
あ
る

土
地
改
良
区
は
「
公
共
団
体
」
と
さ
れ
る
。
そ
の
管
理
す
る
土

地
改
良
施
設
に
対
し
て
も
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
と
同
様
に

国
の
管
理
費
助
成
が
強
化
さ
れ
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。

【
注
2
】
農
林
水
産
省
の
全
国
た
め
池
緊
急
点
検
（
平
成
三
十
年
）
に
よ

れ
ば
、
全
国
に
約
一
七
万
箇
所
あ
る
と
さ
れ
る
農
業
用
た
め
池

の
う
ち
、
所
在
地
、
所
有
者
・
管
理
者
、
諸
元
・
構
造
等
の
情

報
が
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
は
受
益
面
積
〇
・
五
ha
以
上
の
た

め
池
で
九
・
六
万
箇
所
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
水
利
組
合
（
任
意

組
合
）、
集
落
、
個
人
、
不
明
は
所
有
者
で
約
七
〇
%
、
管
理

者
で
八
〇
%
で
あ
る
。
現
地
へ
の
迅
速
な
到
達
で
き
な
い
事
例

や
既
に
廃
止
や
荒
廃
し
て
い
る
事
例
が
存
在
す
る
。

【
注
3
】
一
部
の
た
め
池
に
「
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減
殺
事
業
」

（
農
林
水
産
省
補
助
の
非
公
共
事
業
）
で
助
成
さ
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
る
。

【
注
4
】
農
林
水
産
省
も
防
災
・
減
災
機
能
を
含
む
多
面
的
機
能
の
発
揮

に
対
応
し
た
国
営
及
び
国
営
附
帯
県
営
造
成
施
設
や
治
水
協

定
を
締
結
し
た
農
業
用
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
強
化
に
係
る

管
理
経
費
を
助
成
す
る
水
利
施
設
管
理
強
化
事
業
（
令
和
三
年

度
）
を
創
設
し
た
。

【
注
5
】
欧
州
委
員
会
（
E
U
の
執
行
機
関
）
が
二
〇
一
九
年
十
二
月
に

発
表
し
た
気
候
変
動
対
策
で
あ
る
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
に

基
づ
き
、
二
〇
二
〇
年
五
月
に
「
農
場
か
ら
食
卓
ま
で
（Farm

to
Fork

）
戦
略
」
が
発
表
さ
れ
、
気
候
変
動
対
策
・
環
境
保
全
・

生
物
多
様
性
保
全
に
向
け
た
農
業
を
大
規
模
に
展
開
す
る
見
込

み
で
あ
る
。

土地改良・切り語り

1
農
地
防
災
事
業
と
は
何
か

　
農
地
防
災
事
業
の
目
的
は
災
害
の
防
止
で
あ
る
。
灌

漑
排
水
や
圃
場
整
備
等
の
よ
う
な
農
業
者
の
自
発
的
な

意
志
に
よ
る「
農
業
生
産
性
の
向
上
」で
な
く
、自
然
的
・

社
会
的
災
害
要
因
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る「
農
業
生
産

性
の
低
下
防
止（
維
持
）」を
目
的
と
す
る
。
他
動
的
要

因
契
機
と
し
て
い
る
た
め
公
共
性
が
高
い
が
、
農
業
生

産
性
の
低
下
防
止
だ
け
な
ら
維
持
管
理
事
業
と
な
る
。

　自
然
的
要
因
は
洪
水
・
地
震
・
冷
害
・
風
害
・
雪
害
・

土
砂
崩
壊
な
ど
で
、
社
会
的
要
因
は
農
地
と
居
住
が
混

在
す
る
土
地
利
用
を
前
提
と
し
、
都
市
化
に
よ
る
農
業

用
排
水
路
の
逸
水
や
農
業
用
水
の
水
質
汚
濁
や
地
盤
沈

下
等
が
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
三
十
年
代
に
入
り
急
激
な

都
市
化
に
対
応
し
て
農
地
防
災
事
業
は
逐
次
強
化
さ
れ

た
。

　
地
盤
沈
下
対
策
事
業
（
昭
和
三
十
四
年
創
設
）、
湛

水
防
除
事
業
（
同
三
十
七
年
）、
河
川
砂
利
採
取
に
よ

る
河
川
低
下
に
施
設
機
能
障
害
対
策
事
業
（
同
三
十
九

年
）、
開
発
に
伴
う
土
砂
崩
壊
に
土
砂
崩
壊
防
止
事
業

（
同
四
十
年
）
が
創
設
さ
れ
た
。
原
因
者
負
担
に
よ
る

補
償
が
不
可
能
な
都
市
化
と
い
う
要
因
を
踏
ま
え
て
、

農
業
者
負
担
を
軽
減
す
る
高
補
助
率
の
農
地
防
災
事
業

が
実
施
さ
れ
た
。
公
害
基
本
法
の
成
立（
同
四
十
二
年
）

以
降
に
は
、
水
質
障
害
対
策
事
業
（
同
四
十
五
年
）、

公
害
防
除
特
別
土
地
改
良
事
業
（
同
四
十
六
年
）
が
創

設
さ
れ
た
。

2
都
市
化
へ
の
土
地
改
良
側
の
積
極
的
対
応

　
急
激
な
都
市
化
は
、
農
地
や
農
業
用
水
や
土
地
改
良

施
設
な
ど
の
農
業
資
源
が
持
つ
多
面
的
機
能
を
積
極
的

活
用
し
て
い
く
都
市
化
等
と
調
和
を
図
る
土
地
改
良
事

業
を
生
み
出
し
た
。
都
市
用
水
を
生
み
出
す
農
業
用
水

合
理
化
対
策
事
業
（
昭
和
四
十
六
年
創
設
）
や
、
農
地

の
分
断
防
止
と
用
地
ね
ん
出
を
す
る
高
速
国
道
関
連
土

地
改
良
事
業
や
東
海
道
新
幹
線
関
連
土
地
改
良
事
業

（
同
三
十
八
年
）
が
創
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
農
村
の

混
住
化
を
背
景
に
農
業
排
水
路
や
農
道
な
ど
の
従
来
の

土
地
改
良
施
設
を
拡
充
し
て
、
農
業
集
落
排
水
や
集
落

道
な
ど
を
整
備
し
、
農
村
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
農

村
整
備
事
業
に
至
る
。

　
農
地
防
災
事
業
は
人
命
・
家
屋
の
災
害
対
策
に
も
寄

与
し
、
湛
水
防
除
や
土
砂
崩
壊
防
止
や
地
盤
沈
下
対
策

事
業
な
ど
は
地
域
の
環
境
悪
化
対
策
に
も
な
る
の
で
、

農
村
整
備
と
同
様
の
意
味
が
あ
る
。
農
地
防
災
を
目
的

と
し
た
防
災
ダ
ム
は
治
水
事
業
と
の
調
整
の
結
果
、
新

規
建
設
は
な
く
な
っ
た
が
、
農
業
用
た
め
池
の
嵩
上
げ

等
に
よ
る
洪
水
調
整
機
能
の
付
与
が
防
災
た
め
池
事
業

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
他
動
的

災
害
要
因
に
対
す
る
被
害
者
的
意
味
を
持
ち
、
そ
の
要

因
を
引
き
金
と
し
た
農
業
外
に
も
貢
献
す
る
積
極
的
対

応
で
あ
る
。

3
土
地
改
良
施
設
の
管
理
責
任

　
一
方
、
農
業
側
の
管
理
す
る
脆
弱
化
し
た
土
地
改
良

施
設
の
破
損
は
農
地
ば
か
り
で
な
く
人
命
・
家
屋
の
災

害
に
加
害
者
的
意
味
を
有
し
て
い
る
。
す
で
に
、
昭
和

二
十
八
年
か
ら
老
朽
タ
メ
池
補
強
事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
、
都
市
化
の
進
展
と
と
も
に
農
業
外
の
被
害
も
増
大

す
る
中
で
、
補
強
の
対
象
を
頭
首
工
、
集
水
渠
、
樋
門
、
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排
水
機
場
、
用
排
水
路
を
対
象
と
し
た
用
排
水
施
設
整

備
事
業
（
同
四
十
八
年
）
が
創
設
さ
れ
、
更
に
四
十
九

年
の
多
摩
川
の
堤
防
の
決
壊
を
受
け
て
農
業
用
河
川
工

作
物
応
急
対
策
事
業
（
同
五
十
四
年
）
が
創
設
さ
れ
た
。

　
こ
の
問
題
は
、
個
人
の
建
築
物
の
倒
壊
や
外
壁
材
等

の
落
下
で
隣
接
建
物
や
通
行
人
な
ど
に
被
害
が
発
生
す

れ
ば
、
所
有
者
等
が
民
法
第
七
一
七
条
に
基
づ
き
所
有

者
等
が
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
の
と
同
様
で
あ
る（
注
1
）。

し
か
し
な
が
ら
、
都
市
化
・
混
住
化
と
い
う
社
会
的
要

因
に
よ
り
被
害
が
お
お
き
く
な
っ
た
責
任
を
、
農
業
者

の
減
少
・
高
齢
化
に
伴
い
弱
体
化
し
た
管
理
組
織
に
負

わ
せ
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
今
後
、
益
々
不
適
切

な
維
持
管
理
に
よ
る
災
害
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る（
注
2
）。

4
土
地
改
良
施
設
の
廃
止

　
さ
ら
に
都
市
化
や
耕
作
放
棄
地
が
進
ん
で
、
た
め
池

の
受
益
農
地
が
な
く
な
る
と
管
理
だ
け
が
残
る
。
土
地

改
良
法
第
二
条
で
は
、
土
地
改
良
事
業
と
し
て
土
地
改

良
施
設
の
「
新
設
、
管
理
、
廃
止
又
は
変
更
」
と
あ
る

の
で
、
た
め
池
な
ど
の
廃
止
撤
去
も
土
地
改
良
事
業
の

よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
新
設
に
伴
う
廃
止
で
、
新

た
に
取
水
堰
を
築
造
し
た
の
で
旧
堰
を
撤
去
す
る
場
合

な
ど
で
あ
る
。
受
益
農
地
が
な
い
の
で
、
施
設
の
単
独

廃
止
は
土
地
改
良
事
業
の
対
象
外
で
あ
る
。

　
た
め
池
が
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
財
産
で
あ
れ

ば
、
農
業
用
水
に
使
わ
れ
る
と
い
う
用
途
を
廃
止
す
れ

ば
普
通
財
産
（
一
般
私
人
と
同
等
の
立
場
で
所
有
）
に

な
る
。
こ
の
場
合
に
公
園
な
ど
の
再
利
用
や
売
却
な
ど

不
可
能
な
ら
、
放
置
に
よ
る
災
害
発
生
を
問
わ
れ
る
の

で
一
般
行
政
経
費
で
撤
去
し
て
更
地
に
す
る
。
し
か
し
、

七
〇
%
を
超
え
る
た
め
池
は
法
人
格
の
な
い
組
合
や
個

人
（
不
明
も
多
い
）
が
管
理
や
所
有
を
し（
注
2
）、
廃
止

撤
去
が
進
ま
な
い
。
こ
の
た
め
、
都
道
府
県
が
国
の
助

成
を
受
け
ず
単
独
事
業（
注
3
）で
補
助
す
る
例
も
多
い
。

5
土
地
改
良
を
取
り
巻
く
新
局
面
と
農
地
防
災

　
た
め
池
防
災
に
対
す
る
最
近
の
農
水
省
の
対
応
は
高

く
評
価
さ
れ
る
。「
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全

に
関
す
る
法
律
」（
令
和
元
年
施
行
）
の
目
的
規
定
で
、

「
農
業
用
た
め
池
の
決
壊
に
よ
る
水
害
そ
の
他
の
災
害

か
ら
国
民
の
生
命
及
び
財
産
を
保
護
」
を
明
示
し
、「
適

正
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
都
道
府
県
が
勧

告
で
き
る
」
こ
と
は
大
き
な
前
進
で
あ
る
。

　
不
適
切
な
「
管
理
と
保
全
」
に
よ
る
災
害
発
生
防
止

を
推
進
す
る
一
方
で
、
最
近
、
政
府
は
農
業
用
ダ
ム
を

含
め
た
事
前
放
流
な
ど
の
よ
る
洪
水
調
整
機
能
強

化（
注
4
）を
打
ち
出
し
て
い
る
。
先
述
し
た
土
地
改
良
施

設
が
持
つ
多
面
的
機
能
の
積
極
的
活
用
を
意
味
す
る
。

災
害
が
危
惧
さ
れ
る
用
途
を
失
っ
た
た
め
池
は
国
庫
補

助
で
廃
棄
を
促
進
し
、
新
た
に
地
域
の
生
活
や
防
災
・

減
災
に
活
用
す
る
方
策
も
積
極
的
に
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。
す
で
に
様
々
な
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
た

め
池
を
群
と
し
て
捉
え
て
統
合
管
理
を
行
え
る
よ
う
に

技
術
的
に
裏
打
ち
さ
れ
た
管
理
組
織
の
確
立
・
育
成
と
、

事
前
放
流
時
の
営
農
補
償
も
含
む
経
済
的
な
手
当
な
ど

の
検
討
が
重
要
で
あ
る
。

　
本
コ
ラ
ム
7
の「
利
害
調
整
工
学
」で
は
土
地
改
良
技

術
の
本
質
を
利
害
調
整
技
術
と
し
、
利
害
対
立
の
対
象

が
農
業
内
部
か
ら
都
市
化
、
さ
ら
に
環
境
保
全
へ
変
遷

す
る
と
し
た
。
近
年
の
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル（
注
5
）

な
ど
を
見
る
と
、
土
地
改
良
法
第
一
条
の「
環
境
と
の

調
和
に
配
慮
し
つ
つ
」と
い
う
原
則
を
超
え
た
対
応
が

迫
ら
れ
る
。
生
態
系
保
全
な
ど
の
環
境
保
全
は
災
害
で

は
な
い
が
、
土
地
改
良
に
よ
る
農
業
生
産
性
の
維
持
・

向
上
施
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
農
地
防
災
事
業

で
の
知
見
を
活
か
し
た
対
応
が
期
待
さ
れ
る
。

【
謝
辞
】

　
本
コ
ラ
ム
の
執
筆
に
際
し
て
、
元
農
林
水
産
省
防
災
課
長
の
永
嶋
善

隆
氏
か
ら
多
大
な
御
協
力
を
得
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

【
注
1
】
国
家
賠
償
法
第
二
条
第
一
項
で
は
、「
道
路
、
河
川
そ
の
他
の

公
の
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
つ
た
た
め
に
他

人
に
損
害
を
生
じ
た
と
き
は
、
国
又
は
公
共
団
体
は
、
こ
れ
を

賠
償
す
る
責
に
任
ず
る
。」
と
規
定
さ
れ
、
公
共
組
合
で
あ
る

土
地
改
良
区
は
「
公
共
団
体
」
と
さ
れ
る
。
そ
の
管
理
す
る
土

地
改
良
施
設
に
対
し
て
も
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
と
同
様
に

国
の
管
理
費
助
成
が
強
化
さ
れ
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。

【
注
2
】
農
林
水
産
省
の
全
国
た
め
池
緊
急
点
検
（
平
成
三
十
年
）
に
よ

れ
ば
、
全
国
に
約
一
七
万
箇
所
あ
る
と
さ
れ
る
農
業
用
た
め
池

の
う
ち
、
所
在
地
、
所
有
者
・
管
理
者
、
諸
元
・
構
造
等
の
情

報
が
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
は
受
益
面
積
〇
・
五
ha
以
上
の
た

め
池
で
九
・
六
万
箇
所
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
水
利
組
合
（
任
意

組
合
）、
集
落
、
個
人
、
不
明
は
所
有
者
で
約
七
〇
%
、
管
理

者
で
八
〇
%
で
あ
る
。
現
地
へ
の
迅
速
な
到
達
で
き
な
い
事
例

や
既
に
廃
止
や
荒
廃
し
て
い
る
事
例
が
存
在
す
る
。

【
注
3
】
一
部
の
た
め
池
に
「
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減
殺
事
業
」

（
農
林
水
産
省
補
助
の
非
公
共
事
業
）
で
助
成
さ
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
る
。

【
注
4
】
農
林
水
産
省
も
防
災
・
減
災
機
能
を
含
む
多
面
的
機
能
の
発
揮

に
対
応
し
た
国
営
及
び
国
営
附
帯
県
営
造
成
施
設
や
治
水
協

定
を
締
結
し
た
農
業
用
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
強
化
に
係
る

管
理
経
費
を
助
成
す
る
水
利
施
設
管
理
強
化
事
業
（
令
和
三
年

度
）
を
創
設
し
た
。

【
注
5
】
欧
州
委
員
会
（
E
U
の
執
行
機
関
）
が
二
〇
一
九
年
十
二
月
に

発
表
し
た
気
候
変
動
対
策
で
あ
る
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
に

基
づ
き
、
二
〇
二
〇
年
五
月
に
「
農
場
か
ら
食
卓
ま
で
（Farm

to
Fork

）
戦
略
」
が
発
表
さ
れ
、
気
候
変
動
対
策
・
環
境
保
全
・

生
物
多
様
性
保
全
に
向
け
た
農
業
を
大
規
模
に
展
開
す
る
見
込

み
で
あ
る
。

土地改良・切り語り

1
農
地
防
災
事
業
と
は
何
か

　
農
地
防
災
事
業
の
目
的
は
災
害
の
防
止
で
あ
る
。
灌

漑
排
水
や
圃
場
整
備
等
の
よ
う
な
農
業
者
の
自
発
的
な

意
志
に
よ
る「
農
業
生
産
性
の
向
上
」で
な
く
、自
然
的
・

社
会
的
災
害
要
因
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る「
農
業
生
産

性
の
低
下
防
止（
維
持
）」を
目
的
と
す
る
。
他
動
的
要

因
契
機
と
し
て
い
る
た
め
公
共
性
が
高
い
が
、
農
業
生

産
性
の
低
下
防
止
だ
け
な
ら
維
持
管
理
事
業
と
な
る
。

　自
然
的
要
因
は
洪
水
・
地
震
・
冷
害
・
風
害
・
雪
害
・

土
砂
崩
壊
な
ど
で
、
社
会
的
要
因
は
農
地
と
居
住
が
混

在
す
る
土
地
利
用
を
前
提
と
し
、
都
市
化
に
よ
る
農
業

用
排
水
路
の
逸
水
や
農
業
用
水
の
水
質
汚
濁
や
地
盤
沈

下
等
が
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
三
十
年
代
に
入
り
急
激
な

都
市
化
に
対
応
し
て
農
地
防
災
事
業
は
逐
次
強
化
さ
れ

た
。

　
地
盤
沈
下
対
策
事
業
（
昭
和
三
十
四
年
創
設
）、
湛

水
防
除
事
業
（
同
三
十
七
年
）、
河
川
砂
利
採
取
に
よ

る
河
川
低
下
に
施
設
機
能
障
害
対
策
事
業
（
同
三
十
九

年
）、
開
発
に
伴
う
土
砂
崩
壊
に
土
砂
崩
壊
防
止
事
業

（
同
四
十
年
）
が
創
設
さ
れ
た
。
原
因
者
負
担
に
よ
る

補
償
が
不
可
能
な
都
市
化
と
い
う
要
因
を
踏
ま
え
て
、

農
業
者
負
担
を
軽
減
す
る
高
補
助
率
の
農
地
防
災
事
業

が
実
施
さ
れ
た
。
公
害
基
本
法
の
成
立（
同
四
十
二
年
）

以
降
に
は
、
水
質
障
害
対
策
事
業
（
同
四
十
五
年
）、

公
害
防
除
特
別
土
地
改
良
事
業
（
同
四
十
六
年
）
が
創

設
さ
れ
た
。

2
都
市
化
へ
の
土
地
改
良
側
の
積
極
的
対
応

　
急
激
な
都
市
化
は
、
農
地
や
農
業
用
水
や
土
地
改
良

施
設
な
ど
の
農
業
資
源
が
持
つ
多
面
的
機
能
を
積
極
的

活
用
し
て
い
く
都
市
化
等
と
調
和
を
図
る
土
地
改
良
事

業
を
生
み
出
し
た
。
都
市
用
水
を
生
み
出
す
農
業
用
水

合
理
化
対
策
事
業
（
昭
和
四
十
六
年
創
設
）
や
、
農
地

の
分
断
防
止
と
用
地
ね
ん
出
を
す
る
高
速
国
道
関
連
土

地
改
良
事
業
や
東
海
道
新
幹
線
関
連
土
地
改
良
事
業

（
同
三
十
八
年
）
が
創
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
農
村
の

混
住
化
を
背
景
に
農
業
排
水
路
や
農
道
な
ど
の
従
来
の

土
地
改
良
施
設
を
拡
充
し
て
、
農
業
集
落
排
水
や
集
落

道
な
ど
を
整
備
し
、
農
村
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
農

村
整
備
事
業
に
至
る
。

　
農
地
防
災
事
業
は
人
命
・
家
屋
の
災
害
対
策
に
も
寄

与
し
、
湛
水
防
除
や
土
砂
崩
壊
防
止
や
地
盤
沈
下
対
策

事
業
な
ど
は
地
域
の
環
境
悪
化
対
策
に
も
な
る
の
で
、

農
村
整
備
と
同
様
の
意
味
が
あ
る
。
農
地
防
災
を
目
的

と
し
た
防
災
ダ
ム
は
治
水
事
業
と
の
調
整
の
結
果
、
新

規
建
設
は
な
く
な
っ
た
が
、
農
業
用
た
め
池
の
嵩
上
げ

等
に
よ
る
洪
水
調
整
機
能
の
付
与
が
防
災
た
め
池
事
業

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
他
動
的

災
害
要
因
に
対
す
る
被
害
者
的
意
味
を
持
ち
、
そ
の
要

因
を
引
き
金
と
し
た
農
業
外
に
も
貢
献
す
る
積
極
的
対

応
で
あ
る
。

3
土
地
改
良
施
設
の
管
理
責
任

　
一
方
、
農
業
側
の
管
理
す
る
脆
弱
化
し
た
土
地
改
良

施
設
の
破
損
は
農
地
ば
か
り
で
な
く
人
命
・
家
屋
の
災

害
に
加
害
者
的
意
味
を
有
し
て
い
る
。
す
で
に
、
昭
和

二
十
八
年
か
ら
老
朽
タ
メ
池
補
強
事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
、
都
市
化
の
進
展
と
と
も
に
農
業
外
の
被
害
も
増
大

す
る
中
で
、
補
強
の
対
象
を
頭
首
工
、
集
水
渠
、
樋
門
、

28
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新・担
い
手
三
法
の
趣
旨
徹
底
に
向
け
て

協
会
報
告

　平
成
二
十
六
年
六
月
に
改
正
さ
れ
た
品
確
法
で
は
、
適
正
な
利

潤
が
確
保
で
き
る
よ
う
予
定
価
格
を
適
正
に
定
め
る
と
と
も
に
、

適
切
な
工
期
の
設
定
、
施
工
条
件
の
明
示
、
適
切
な
設
計
変
更
の

実
施
等
が
発
注
者
の
責
務
と
し
て
新
た
に
規
定
さ
れ
た
が
、

（
一
社
）土
地
改
良
建
設
協
会
で
は
そ
の
趣
旨
の
徹
底
に
向
け
て
、

会
員
各
社
が
受
注
し
た
工
事
現
場
に
お
い
て
、
現
場
代
理
人
か
ら

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
含
め
た
実
態
調
査
を
行
い
、
工
期
や
契
約
変
更

等
に
係
る
具
体
的
な
課
題
を
取
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
農
政
局

長
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て
、
課
題
解
決
に
向
け
た
具
体
的

な
改
善
策
を
提
案
し
て
き
た
。
併
せ
て
、
全
国
的
な
課
題
に
つ
い

て
は
、
本
省
に
対
し
改
善
策
を
提
案
し
、
そ
の
結
果
、
様
々
な
通

知
の
見
直
し
等
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　今
年
度
に
お
い
て
は
、新
・
担
い
手
三
法
の
施
行
を
受
け
て
、引

き
続
き
、事
業
所
長
と
現
場
代
理
人
と
い
う
現
場
レ
ベ
ル
の
意
見

交
換
を
実
施
し
た
上
で
、各
地
方
農
政
局
長
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
、本
省
か
ら
の
八
十
七
項
目
の
改
善
通
知
を
踏
ま
え
た
各

地
方
農
政
局
の
改
善
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

地
方
農
政
局
長
と
支
店
長
の
意
見
交
換
会
を
継
続

〜
土
地
改
良
建
設
協
会
か
ら
の
提
案
を
踏
ま
え
た

八
十
七
項
目
の
改
善
措
置
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
〜

第 4回理事会で来賓挨拶される宮崎まさお参議院議員

九州農政局との意見交換会　奥側が横井績農政局長ほか農政局幹部

アイサワ工業／青木あすなろ建設／あおみ建設／淺沼組／新井組／安藤・間／岩田地崎建設
梅林建設／大林組／大本組／奥村組／鹿島建設／株木建設／クボタ／熊谷組／鴻池組
五洋建設／佐藤工業／三幸建設工業／清水建設／大成建設／大日本土木／大豊建設
竹中土木／TSUCHIYA／鉄建建設／東急建設／東洋建設／戸田建設／飛島建設／西松建設
日東河川工業／日特建設／日本基礎技術／日本国土開発／ピーエス三菱／フジタ／北陽／本間組
前田建設工業／松尾建設／三井住友建設／みらい建設工業／りんかい日産建設／若築建設
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新・担
い
手
三
法
の
趣
旨
徹
底
に
向
け
て

協
会
報
告

　平
成
二
十
六
年
六
月
に
改
正
さ
れ
た
品
確
法
で
は
、
適
正
な
利

潤
が
確
保
で
き
る
よ
う
予
定
価
格
を
適
正
に
定
め
る
と
と
も
に
、

適
切
な
工
期
の
設
定
、
施
工
条
件
の
明
示
、
適
切
な
設
計
変
更
の

実
施
等
が
発
注
者
の
責
務
と
し
て
新
た
に
規
定
さ
れ
た
が
、

（
一
社
）土
地
改
良
建
設
協
会
で
は
そ
の
趣
旨
の
徹
底
に
向
け
て
、

会
員
各
社
が
受
注
し
た
工
事
現
場
に
お
い
て
、
現
場
代
理
人
か
ら

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
含
め
た
実
態
調
査
を
行
い
、
工
期
や
契
約
変
更

等
に
係
る
具
体
的
な
課
題
を
取
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
農
政
局

長
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て
、
課
題
解
決
に
向
け
た
具
体
的

な
改
善
策
を
提
案
し
て
き
た
。
併
せ
て
、
全
国
的
な
課
題
に
つ
い

て
は
、
本
省
に
対
し
改
善
策
を
提
案
し
、
そ
の
結
果
、
様
々
な
通

知
の
見
直
し
等
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　今
年
度
に
お
い
て
は
、新
・
担
い
手
三
法
の
施
行
を
受
け
て
、引

き
続
き
、事
業
所
長
と
現
場
代
理
人
と
い
う
現
場
レ
ベ
ル
の
意
見

交
換
を
実
施
し
た
上
で
、各
地
方
農
政
局
長
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
、本
省
か
ら
の
八
十
七
項
目
の
改
善
通
知
を
踏
ま
え
た
各

地
方
農
政
局
の
改
善
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

地
方
農
政
局
長
と
支
店
長
の
意
見
交
換
会
を
継
続

〜
土
地
改
良
建
設
協
会
か
ら
の
提
案
を
踏
ま
え
た

八
十
七
項
目
の
改
善
措
置
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
〜

第 4回理事会で来賓挨拶される宮崎まさお参議院議員

九州農政局との意見交換会　奥側が横井績農政局長ほか農政局幹部

アイサワ工業／青木あすなろ建設／あおみ建設／淺沼組／新井組／安藤・間／岩田地崎建設
梅林建設／大林組／大本組／奥村組／鹿島建設／株木建設／クボタ／熊谷組／鴻池組
五洋建設／佐藤工業／三幸建設工業／清水建設／大成建設／大日本土木／大豊建設
竹中土木／TSUCHIYA／鉄建建設／東急建設／東洋建設／戸田建設／飛島建設／西松建設
日東河川工業／日特建設／日本基礎技術／日本国土開発／ピーエス三菱／フジタ／北陽／本間組
前田建設工業／松尾建設／三井住友建設／みらい建設工業／りんかい日産建設／若築建設
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